
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025.2.10 
シャープ社友会 

チーム神於山 岡森 記 

■活動日：2025 年 2 月 8 日（土） 10：00～15：00 
■参加者：チーム神於山 正会員 8 名 
■活動内容 
・今回の活動は、これまでで最も寒いかも？の日で、竹林の間伐、巣箱の確認、果樹収穫等の活動をしました。 
・竹林は、中心部の倒れた竹は全て切り倒したはずなのに、今回行ってみると交差するように沢山倒れていました。
竹の密度が高いので、風にあおられると竹どうしがぶつかりやすくて次々倒れたり折れたりするようです。 

・ようやく果樹を収穫出来ました。実は 230 個ありました。但し、食べるのは 1 ヶ月後の方が良いそうです。 
・フクロウ、ムササビ、テンを観察出来ました。困った事に、ムササビがフクロウの巣箱で暮らしています。 
フクロウの連続営巣記録が 10 年で途絶えるかもしれません。 

・参加頂いた 8 名の皆さん。本当にお疲れ様でした。 
■次回の活動 
・次回（2 月 22 日）は、残りの果樹収穫？と、竹林間伐、巣箱確認等を予定しています。 

２０25 年 2 月 8 日 チーム神於山 活動報告 

神於山の雪景色 

一本の木から籠に 2 杯ともう少しで、計 230 個収穫しました。 
収穫して直ぐは酸っぱいので 1 ヶ月ほど保存してから食べた方が美味しいそうです。 

 

果樹を収穫出来ました 
 

左・中）朝、着いて直ぐは広場も、上部植栽地にあがる道も、雪が少し残っていて、この様な雪景色でした。 
右）広場の下を通る排水口から暗渠に落ちる水が凍っていました。基地の寒暖計はマイナス 3 度でした。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

以上 

活動頂いた 8名のメンバーの皆さん 

活動お疲れさまでした。 

竹林は折れた竹、倒れた竹だらけ？ 

前回、折れた竹、倒れた竹を無くしたのに、2 週間して来てみたら、元の木阿弥？ 今回はレシプロソー参加で倍以上の
竹を切り倒しましたが次回どうなっている事やら。5 月 6 月の竹が柔らかいうちに蹴倒す事が決まりました。 
右）竹林は谷あいに有るので、果樹枠などで使用するのに運び上げが必要。これがまた大仕事。 

フクロウの巣箱にムササビ 

左）フクロウが巣箱の出入り口近くで羽ばたいています。（赤丸内） 中）ムササビが木を登って巣箱の上まで来てうずくま
りました。 右）テンは二つの巣箱を覗いた後、左の下に伸びた枝を伝って降りて行きました。 

フクロウとムササビとテン 

何故かムササビがフクロウの巣箱で暮らしていて、 
観察者の音に反応して、顔を出しました。 
フクロウが来たら、追い出されるのか？  
食われるのか？ それとも追い返すのか？ 
初めての事なので、どうなるものやら？？？ 


